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今
年
は
日
本
・
イ
ス
ラ
エ
ル
国
交
樹
立
60
年
に
あ
た
り

ま
す
が
、
混
迷
状
態
に
入
っ
て
久
し
い
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題

の
今
後
の
展
開
が
大
い
に
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
現
在
１
５
０
０
万
人
ほ
ど
い
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
半

数
強
は
イ
ス
ラ
エ
ル
以
外
の
地
で
暮
ら
し
て
お
り
、
時
間
的

に
も
彼
ら
に
は
数
千
年
の
歴
史
が
あ
る
た
め
に
、
ユ
ダ
ヤ
研

究
の
内
容
も
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
古
代
に
関

す
る
考
古
学
的
な
研
究
、
離
散
以
降
の
時
代
や
地
域
に
応
じ

た
歴
史
研
究
、
ユ
ダ
ヤ
教
・
ユ
ダ
ヤ
思
想
研
究
、
ヘ
ブ
ラ

イ
語
や
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
な
ど
を
対
象
と
し
た
言
語
学
的

研
究
、
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
を
含
む
近
代
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
研
究
、

ユ
ダ
ヤ
系
思
想
・
芸
術
・
文
学
研
究
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
研

究
、
シ
オ
ニ
ズ
ム
研
究
、
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
を
軸
と
し
た

国
際
政
治
関
連
の
研
究
等
々
で
す
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
が

密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
場
合
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
自
身
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
特
に
ド
イ
ツ
を
中
心
と
し
た
ユ

ダ
ヤ
人
問
題
を
扱
っ
て
い
ま
す
。
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
に
つ
い
て

も
多
様
な
考
え
方
、
立
場
が
あ
り
、
一
義
的
な
定
義
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
私
の
場
合
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
流
入
以
降
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
が
ユ
ダ
ヤ
人
と
取
り
結
ん
で
き
た
関
係
、
つ
ま
り
受
入

れ
の
経
緯
や
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
多
様
な
問
題
の
総
体
を
ユ

教育・研究の最前線

私
の
ユ
ダ
ヤ
研
究

経
済
学
部　

教
授   

羽は

田だ

　
功い

さ
お  

FRONTIER

ダ
ヤ
人
問
題
と
捉
え
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
ユ
ダ
ヤ
人
に
ま

つ
わ
る
種
々
の
、
多
く
は
否
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
ど
の
よ
う

に
形
成
さ
れ
て
き
た
の
か
を
探
っ
て
き
ま
し
た
。
具
体
的
に

は
10
世
紀
あ
た
り
か
ら
現
代
に
ま
で
至
る
図
版
類
や
ド
キ

ュ
メ
ン
ト
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
資
料
を
宗
教
、
政
治
、
経
済
、

文
化
、
社
会
と
い
っ
た
多
角
的
な
観
点
か
ら
読
み
解
く
作
業

で
す
。
こ
う
し
た
作
業
を
通
し
て
ユ
ダ
ヤ
人
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
特
質
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
私
の
研
究
に
限
っ
て
も
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
・
領
域
の
研
究
者
と
の
共
同
作
業
や
情
報
交
換
が
不

可
欠
で
す
。
そ
の
た
め
他
大
学
・
他
機
関
の
研
究
者
と
の

共
同
研
究
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。
少
し
古
く
な
り
ま
す
が
、

そ
の
成
果
の
一
つ
が﹃
ユ
ダ
ヤ
人
と
国
民
国
家
﹄︵
市
川
裕
・

手
島
勲
矢
他
﹇
編
﹈・
2
0
0
8
年
・
岩
波
書
店
︶
で
す
。

私
は
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
キ
リ
ス
ト
教
会
︵
主
に

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
︶
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ユ
ダ
ヤ
人
の
関
係

に
つ
い
て
寄
稿
し
て
い
ま
す
が
、
本
書
の
目
次
を
見
る
だ

け
で
ユ
ダ
ヤ
研
究
の
幅
広
さ
が
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。
現

在
は
、
近
代
ド
イ
ツ
の
﹁
ド
イ
ツ
人
意
識
﹂
形
成
を
反
ユ

ダ
ヤ
主
義
の
観
点
か
ら
解
き
明
か
す
こ
と
で
ド
イ
ツ
系
ユ

ダ
ヤ
人
の
在
り
方
を
逆
照
射
す
る
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。


